
　
陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
は
、
ま

ち
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
本
市
の
最
上
位

計
画
で
す
。
計
画
期
間
は
令
和
元
年
度
か
ら
の

10
年
間
で
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計

画
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
計
画
は
前
期

と
後
期
の
５
年
間
ず
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
後
期
計
画
案
は
、
前
期
基
本
計
画
の
取
組
成

果
や
課
題
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
対
策
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
、 

防
災
意
識
の

高
揚
、
S
D
G
s
の
推
進
な
ど
、
最
近
の
社

会
環
境
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
た
取
組
を
さ

ら
に
進
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

修
正
案
は
否
決

　
総
合
計
画
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
３
委
員

か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て

原
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
討
論 

　
本
会
議
で
は
、
木
村
聡
議

員
が
反
対
の
立
場
で
、
ま
た
、

大
和
田
加
代
子
議
員
が
賛
成

の
立
場
で
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
争
点
と
な
っ
た
の
は
、

基
本
政
策
19
「
安
心
で
き
る

医
療
・
介
護
・
福
祉
体
制
を

整
え
る
」
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
未
来
か
な
え
ネ
ッ
ト
の

必
要
性
に
つ
い
て
で
、
意
見

が
分
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
起
立
採
決
に
よ
り
、
原
案

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
委
員
会
で
議
論
し

た
経
緯
を
踏
ま
え
、
附
帯
決

議
を
付
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
を
初
年
度
と
し
た
陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
案
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す

る
総
合
計
画
審
査
特
別
委
員
会
（
鵜
浦
昌
也
委
員
長
）
で
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
一
部
議
員
か
ら
修
正
案
が
出
さ

れ
る
な
ど
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
原
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
と
し
て
の
意
思
を
表
明
す
る
た
め
の

附
帯
決
議
案
を
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

木
村
聡
委
員
提
出
修
正
案

◎
基
本
政
策
19
に
お
け
る
、

「
未
来
か
な
え
ネ
ッ
ト
」
に
関

す
る
記
述
の
削
除
。

・
本
政
策
の
継
続
に
あ
た
り
、

国
の
動
き
が
不
明
確
と
の
当
局

答
弁
で
あ
っ
た
が
、
本
年
に
入

り
電
子
カ
ル
テ
の
共
有
方
針
が

国
か
ら
示
さ
れ
、
令
和
７
年
本

格
運
用
と
の
こ
と
。
新
年
度
予

算
は
別
と
し
て
、
今
後
５
年
間

の
計
画
と
し
て
は
、
こ
の
施
策

に
固
執
す
べ
き
で
は
な
く
、
削

除
す
る
の
が
適
当
と
考
え
る
。

大
和
田
加
代
子
委
員
提
出
修
正
案

◎
序
論
第
１
章
計
画
の
進
行
管

理
に
つ
い
て

・「
毎
年
度
総
合
計
画
実
施
状

況
報
告
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
」
を
加
え
る
。

◎
第
２
編
前
期
基
本
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

・
進
捗
評
価
の
基
本
政
策
と
基

本
目
標
の
表
を
陸
前
高
田
市
ま

ち
づ
く
り
総
合
計
画
市
民
意
識

調
査
結
果
の
満
足
度
に
関
す
る

附
帯
決
議
全
文  

　
陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
は
、
本

市
が
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り

の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
市
議
会
に
お
い
て

慎
重
に
審
議
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
審
議
に
当
た
っ
て
は
、
総
合

計
画
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
市
長
以
下
当
局
の
出
席
を

得
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
、
答

弁
を
行
っ
た
ほ
か
、
委
員
か
ら

修
正
案
の
提
出
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
併
せ
て
委
員
間
討

議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
議
決
の
結
果
と
す
れ
ば
、
原

案
の
通
り
可
決
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
本
市
議
会
で
の
審
議
等

の
内
容
を
十
分
に
踏
ま
え
、
後

期
基
本
計
画
に
基
づ
く
実
施
計

画
を
は
じ
め
、
各
種
部
門
別
計

画
等
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

各
種
施
策
、
事
業
等
の
執
行
に

当
た
っ
て
は
、
逐
次
、
評
価
・

検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
分

か
り
や
す
く
市
民
に
知
ら
せ
る

よ
う
求
め
る
。

回
答
状
況
の
表
と
グ
ラ
フ
に
差

し
替
え
る
。

◎
基
本
政
策
13
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
し
た
学
校
教
育
を
推
進

す
る
に
つ
い
て

・「
学
校
復
帰
に
向
け
た
」
を

「
教
育
機
会
の
確
保
の
た
め
の
」

に
変
え
る
。

・
成
果
指
標
項
目
の
「
い
じ
め

解
消
率
」
を
「
い
じ
め
が
な
い

と
感
じ
る
児
童
生
徒
の
割
合
」

に
変
え
る
。

大
坂
俊
委
員
提
出
修
正
案

◎
序
論
・
第
６
章
。
将
来
人
口

で
示
さ
れ
た
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
。

・
次
年
以
降
５
年
あ
た
り
の
人

口
増
減
推
計
値
が
反
映
さ
れ
て

お
ら
ず
、
最
新
の
国
勢
調
査
に

基
づ
い
た
人
口
推
計
に
、
本
市

総
合
戦
略
を
推
進
し
た
場
合
の

グ
ラ
フ
が
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
計
画
推
進
に
お
け
る
、
政

策
指
標
の
設
定
に
関
わ
る
為
、

よ
り
現
実
的
な
推
計
数
値
で
あ

る
こ
と
が
大
事
と
捉
え
、
グ
ラ

フ
の
修
正
を
求
め
る
。

 ［本会議］

原案及び附帯決議案に
対する表決

佐
々
木
良
麻

菅
野
秀
一
郎

小
林　
　

卓

木
村　
　

聡

大
和
田
加
代
子

中
野　

貴
徳

伊
勢　
　

純

佐
々
木
一
義

大
坂　
　

俊

菅
野　

広
紀

大
坪　

涼
子

福
田　

利
喜

藤
倉　

泰
治

伊
藤　

明
彦

鵜
浦　

昌
也

及
川　

修
一

委員長報告（原案） × ○ ○ × ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ー

附帯決議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

 ［特別委員会］

修正案及び原案に
対する表決

佐
々
木
良
麻

菅
野
秀
一
郎

小
林　
　

卓

木
村　
　

聡

大
和
田
加
代
子

中
野　

貴
徳

伊
勢　
　

純

佐
々
木
一
義

大
坂　
　

俊

菅
野　

広
紀

大
坪　

涼
子

福
田　

利
喜

藤
倉　

泰
治

伊
藤　

明
彦

鵜
浦　

昌
也

及
川　

修
一

木村聡委員提出修正案 ○ × × ○ × × × × ○ ○ × ○ × × ー ー

大坂俊委員提出修正案 × × × × ○ ○ × × ○ ○ × × × × ー ー

大和田加代子委員提出修正案 × × ○ × ○ × × × × ○ × × × × ー ー

原案 × ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ー ー

令
和
10
年
度
ま
で
の

ま
ち
づ
く
り
方
向
性
決
定

まちづくり総合計画
後期基本計画を可決
　　　　　　　　　　…議会から附帯決議

○…賛成、×…反対、ー…議長は表決に参加せず。○…賛成、×…反対、ー…議長・委員長は採決に参加せず。

 ［表決が分かれた案件］

 ［表決が分かれた案件］
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３
月
４
日
か
ら
の
審
査
で
は
、
後
期
基
本
計
画
の
序
論
か
ら
各
基
本
政
策
に
至
る
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

総
合
計
画
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
鵜
浦
昌
也
議
員
）

問　
成
人
年
齢
引
き
下
げ
に
よ
る

若
年
層
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
対
策
は
。

答　

県
警
や
消
費
者
相
談
セ
ン

タ
ー
と
も
連
携
し
て
、
本
人
、
親

も
含
め
周
知
に
努
め
抑
制
を
図
る
。

問　
災
害
時
の
電
力
確
保
の
シ
ス

テ
ム
構
築
状
況
は
。

答　
市
内
に
寄
付
さ
れ
る
充
電
池

を
活
用
し
て
、
地
域
の
公
共
施
設
、

特
に
孤
立
す
る
可
能
性
の
あ
る
地

域
を
優
先
し
、
最
低
限
の
電
力
確

保
に
動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
年
間
出
生
数
80
人　
　
　
　

と
い
う
成
果
指
標
に
、
達
成
の
見

込
み
は
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
後
の
人
流
も
含
め

達
成
可
能
と
考
え
る
が
、
若
年
層

や
女
性
の
市
外
流
出
も
考
慮
し
、

特
に
も
女
性
の
満
足
度
や
婚
姻
数

向
上
を
視
野
に
入
れ
た
施
策
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

問　
学
校
不
適
応
の
問
題
に
つ
い

て
、
学
校
復
帰
の
み
を
目
的
と
す

る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

答　
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、

ジ
ャ
ン
プ
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
対
応

を
し
て
い
く
。

問　
前
期
計
画
か
ら
の
進
行
管
理

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
。

答　
総
合
計
画
推
進
委
員
会
で
進

ち
ょ
く
状
況
を
報
告
後
、
総
合
計

画
と
い
う
形
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
決

算
や
事
業
な
ど
を
市
Ｈ
Ｐ
・
広
報

に
て
公
表
し
、
市
民
と
の
共
有
を

図
っ
て
い
る
。

問　
進
行
管
理
の
公
表
が
充
分
で

は
な
い
と
思
う
が
、
今
後
ど
の
よ

う
な
方
法
で
市
民
と
共
有
し
て
い

く
の
か
。

答　
個
別
の
事
業
ご
と
か
、
基
本

政
策
ご
と
か
は
検
討
が
必
要
だ
が
、

評
価
を
含
め
、
わ
か
り
や
す
い
形

で
、
そ
の
都
度
市
民
に
知
ら
せ
て

い
く
。

問　
い
じ
め
の
解
消
率
の
求
め
か

た
は
。

答　
教
師
・
児
童
の
双
方
か
ら
聞

き
取
り
を
し
、
軽
度
な
も
の
で
も

報
告
が
あ
っ
た
全
て
を
分
母
と
し

て
い
る
。
そ
の
全
て
に
指
導
を
し
、

３
カ
月
後
に
再
度
聞
き
取
り
、
教

師
・
児
童
両
者
一
致
で
解
決
し
た

と
確
認
で
き
た
も
の
を
分
子
と
し

て
、
解
消
率
を
求
め
て
い
る
。

問　
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
目

指
す
と
き
の
防
犯
対
策
上
の
課
題

と
は
。

答　
不
審
者
が
現
れ
な
い
と
も
限

ら
な
い
。
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
な
ど

も
考
え
て
い
く
。

問　
「
た
か
た
の
ゆ
め
」
以
外
の

品
種
で
も
特
別
栽
培
の
普
及
に
農

家
へ
の
働
き
か
け
は
。

答　
他
品
種
に
つ
い
て
も
普
及
を

考
え
る
が
、
ま
だ

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し

て
い
な
い
。
特
別

問　
社
会
情
勢
と
市
の
現
状
に
お

い
て
、
後
に
特
記
し
て
あ
る
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
」
に
つ
い
て
本
項
で

明
記
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
後
期
計
画
の
各
基
本
政
策
に

お
い
て
、
目
標
設
定
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
番
号

を
併
記
し
て
あ
る
。
全
世
界
的
な

動
き
で
あ
り
、
本
市
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
あ
え
て
こ
こ
で
は
特
記

と
い
う
形
に
し
た
。

問　
将
来
人
口
の
推
定
数
値
が
前

期
計
画
と
変
わ
り
な
い
よ
う
だ
が
、

後
期
計
画
の
基
本
政
策
等
に
お
い

て
不
整
合
は
生
じ
な
い
の
か
。

答　
前
・
後
期
を
通
し
て
総
合
計

画
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
当
初

の
人
口
推
計
値
を
目
指
す
と
い
う

栽
培
し
た
い
場
合
が
あ
れ
ば
対
応

す
る
。

問　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
は

現
在
空
き
が
な
い
。
施
設
の
拡
充

や
、
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
す
考
え
は

あ
る
か
。

答　
施
設
拡
大
で
は
な
く
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
の
卒
業

（
新
店
舗
な
ど
）、
回
転
（
入
れ
替

え
）
を
推
進
し
、
ま
た
、
新
規

開
業
に
つ
い
て

の
支
援
を
考
え
、

補
助
事
業
も
用

意
し
て
い
る
。

問　
前
期
計
画
に
あ
っ
た
、
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
合
致
の
企
業

立
地
・
誘
致
推
進
が
削
除
さ
れ
た

の
は
な
ぜ
か
。

答　
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
多
種
多
様
な
企
業

誘
致
を
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

意
味
合
い
も
込
め
て
そ
の
ま
ま
に

し
た
。
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
に
お
い
て
も
、
出
生
数
増
、

移
住
定
住
促
進
を
図
り
、
人
口
減

少
速
度
を
抑
制
し
て
い
く
。

問　
文
化
財
を
地
域
資
源
と
と
ら

え
、
そ
の
活
用
を
考
え
た
と
き
、

市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
の
垣
根

を
越
え
た
、
新
た
な
部
局
を
設
け

る
可
能
性
は
。

答　
ど
ち
ら
も
庁
舎
内
に
あ
り
、

機
能
強
化
と
連
携
を
深
め
な
が
ら

議
論
し
、
文
化
財
活
用
を
進
め
て

い
く
。

問　
自
主
防
災
組
織
率
が
下
が
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。

答　
組
織
数
は
変
わ
り
な
い
が
、

全
国
的
な
求
め
方
で
、
自
主
防
災

加
入
者
数
を
市
内
全
世
帯
数
で
割

り
出
す
た
め
、
率
と
し
て
は
減
少

に
な
る
。
仮
設
住
宅
解
消
も
一
因

に
な
っ
て
い
る
。

問　
地
区
防
災
計
画
の
策
定
数
を

増
や
す
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

答　
非
常
に
大
切
で
あ
る
。
い
ま

だ
町
内
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な

い
、
震
災
を
起
因
と
す
る
市
内
の

現
状
が
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
そ
の

立
ち
上
げ
の
支
援
を
行
う
。
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